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我々は、差周波混合による連続波のテラヘルツ電磁波発生に関する研究を行っており[1, 2]、前

回は励起子状態の重ね合わせによる信号強度の増強などについて報告した[3]。これまでの研究で

は GaAs/AlAs多重量子井戸を試料に用いて、励起子共鳴励起条件下で測定を行ってきた。この差

周波混合においては、励起子が蓄積されることが、非線形分極形成の一つの重要な要因であると

考えている[4]。ところで、量子構造を形成した場合、障壁層よりも高いエネルギーにも状態が形

成されるが、歪みが存在するような場合には、キャリアが蓄積されるようなポテンシャルが形成

されると考えられる[5]。そこで、今回我々は、GaSb 多重量子井戸に注目し[6]、障壁層を励起す

ることで、差周波混合によるテラヘルツ電磁波を発生させることを目的に研究を行った。 

試料には、Si基板上の GaSb/AlGaSb多重量子井戸を用いた。井戸層の厚さは 10 nmと障壁層

の厚さは 20 nmであり、量子井戸周期数は 5である[6]。図 1(a)は、励起に用いたレーザーのスペ

クトルであり、エネルギー差から見積もった電磁波の周波数は 5.92 THzである。図 1(b)は励起光

強度依存性を測定した結果であり、破線は 2 乗依存性を示

す。信号強度は 2乗で増加し、その後で飽和している。2乗

で増加するのは差周波混合の特徴であり、テラヘルツ電磁

波が観測できたと考えられる。この結果は、いわゆる above 

barrier の状態を使ってもテラヘルツ電磁波を発生させるこ

とができることを示している。 
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